
　
ク
ワ
ズ
ー
ル
ー
・
ナ
タ
ー
ル
州
ウ
グ

郡
ウ
ム
ズ
ン
ベ
自
治
区

│
か
つ
て

ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
た
黒
人
指
定

居
住
区
が
あ
っ
た
こ
の
地
で
は
、
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
が
今
も
な
お
、
富
や
イ
ン

フ
ラ
の
格
差
と
し
て
人
び
と
の
生
活
に

影
を
落
と
し
て
い
る
。
居
住
区
へ
の
強

制
移
住
は
、
都
市
部
や
鉱
山
に
出
稼
ぎ

に
行
か
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
社
会

構
造
を
つ
く
り
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
分
断
さ
れ
る
な
か
で
農
業
の
伝
統
が

失
わ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
、
自
治
区
内

の
雇
用
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
サ
ト
ウ
キ

ビ
農
園
に
限
ら
れ
、
15
歳
か
ら
34
歳
ま

で
の
失
業
率
は
約
6
割
に
達
す
る
。
同

国
の
1
7
9
自
治
体
中
ワ
ー
ス
ト
8

位＊
1

と
深
刻
だ
。

　
自
給
的
な
農
業
の
衰
退
は
貧
困
を
加

速
し
、
人
び
と
は
栄
養
不
良
に
陥
っ
て

い
る
。
わ
ず
か
な
現
金
収
入
は
食
費
で

消
え
、
そ
れ
も
遠
隔
地
か
ら
町
へ
買
い

出
し
に
行
く
た
め
、
食
料
は
保
存
が
利

く
も
の
が
中
心
に
な
る
。
家
庭
の
食
事

は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
量
も
不

足
し
が
ち
だ
。
学
校
で
は
〝
給
食
が
一

NGO
世界をつなげる市民のちから

特集

作
物
を
育
て
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
一
部

の
生
徒
は
家
庭
で
も
菜
園
を
始
め
、
や

が
て
地
域
に
は
家
族
で
自
給
的
な
農
業

を
営
む
人
び
と
や
、
就
農
を
目
指
す
若

者
が
現
れ
始
め
た
。

　
彼
ら
を
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
育
て
て
家
庭
菜
園
を
さ
ら
に
広
め
て

い
く
た
め
、
T
A
A
A
は
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
考
え
た
。
現
地
で
事
業
を
率
い
た

平
林 

薫
さ
ん
は
、
当
時
の
こ
と
を
次

の
よ
う
に
ふ
り
返
る
。

「
有
機
農
業
へ
の
認
知
が
徐
々
に
広
ま

り
、
活
動
を
地
域
へ
と
広
げ
て
い
く
必

要
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
は
じ
め
私
た

ち
が
考
え
た
の
は
『
有
機
農
業
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
』
と
い
う
研
修
事
業

で
す
。
し
か
し
、
農
業
と
の
多
様
な
関

わ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
地
域
で
、
き
っ

ち
り
と
し
た
〝
セ
ン
タ
ー
〞
と
い
う
か

た
ち
で
一
律
の
成
果
を
追
求
す
る
の
は

ど
こ
か
違
う
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

J
I
C
A
の
担
当
の
方
か
ら
『
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
応
え
る

〝
有
機
農
業
塾
〞
と
い
う
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
』
と
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
い

た
と
き
は
、『
私
た
ち
は
そ
れ
を
や
り

た
か
っ
た
ん
だ
!
』
と
膝
を
打
つ
思

い
で
し
た
。
以
来
、
専
業
農
家
を
目
指

す
人
に
も
家
庭
菜
園
で
自
給
し
た
い
人

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
指
導
を
彼

ら
が
必
要
と
し
て
い
る
と
き
に
提
供
す

る
こ
と
が
支
援
の
目
標
に
な
り
ま
し

た
」

　
拠
点
と
な
る
施
設
に
は
小
学
校
の
建

屋
を
借
り
受
け
て
い
た
が
、
老
朽
化
が

日
の
お
も
な
食
事
〞
と
い
う
生
徒
が
多

数
を
占
め
て
い
る
。

農
村
が
消
え
た
土
地
に

農
業
を
伝
え
る

　
地
域
の
教
育
支
援
を
行
う
な
か
で
こ

う
い
っ
た
状
況
を
見
聞
き
し
て
き
た

T
A
A
A
は
、
有
機
農
業
の
普
及
が

若
者
の
自
立
と
家
庭
の
栄
養
事
情
改
善

に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。
有
機
農
業
で

は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
代
わ
り
に
身

の
回
り
に
あ
る
家
畜
の
糞
や
灰
な
ど
を

使
う
。
生
産
コ
ス
ト
が
低
い
た
め
、
資

金
に
余
力
が
な
く
て
も
始
め
や
す
く
続

け
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
地
域
の
人
び
と
の
多
く
は

土
に
触
っ
た
経
験
す
ら
な
く
、
彼
ら
に

一
足
飛
び
に
営
農
者
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
T
A
A
A
は
、
学
校
を
通
じ
た
有

機
農
業
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
。

2
0
1
0
年
か
ら
J
I
C
A
と
と
も

に
3
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
草
の
根

技
術
協
力
事
業
で
は
、
授
業
や
課
外
活

動
で
学
校
菜
園
を
作
り
、
生
徒
た
ち
は

アパルトヘイト政策下で行われた強制移住によって、多くの小規模農家が
姿を消した南アフリカ。「アジア・アフリカと共に歩む会」（TAAA）は

地方に暮らす人びとに有機農業を伝え
伝統的かつ未来志向の農村作りを目指す。

一からつくる未来の農村

有機農業塾を拠点とした農村作り
2016年7月～2019年4月

案件名

Republic of South Africa

南アフリカ共和国

全人種参加の総選挙によりアパルトヘ
イトが撤廃されてから25年。アフリカ屈指
の大国として大陸の発展を牽引する一方
で、人種間の経済格差や若年層の高い
失業率が大きな社会問題となっている。

国名  ：南アフリカ共和国
通貨 ： ランド
人口 ：5,672万人

（2017年、世界銀行）
公用語 ：英語、アフリカーンス語、バン

ツー諸語の合計11言語

首都：
プレトリア

＊1 南アフリカ統計局（2011年）。

「Organic Farming, Our tradition our Future
（有機農業は私たちの伝統、私たちの未
来）」と書かれた有機農業塾のプレート。

有機農業塾では運営に携わるボランティアたちが育苗についての研修を受けていた。ボランティア最年長のンギティさん（写真左上）は「正しい知識を教えるためにも学び直しは大事」と話す。

ニンジンを収穫した保育園の子どもたち。収穫物は給食に利用され、余剰分は教員や地域の人に販売される。

有機農業塾では収穫した野菜を地域の人びとに販売する
即売会も開く。「新鮮な野菜が食べられる」と評判も上々。

写真⃝吉田亮人

1992年、南アフリカの人種間の融和と民主化を教育面で支援す
るため発足し、これまでに同国の学校や団体に英語書籍を約46
万冊寄贈した。また以前には、日本で廃車となった移動図書館車
を贈る活動を行い、28台を寄贈した実績も持つ。

［特定非営利活動法人］

アジア・アフリカと共に歩む会（TAAA）

みんなの
学び舎！

将来の夢は
農家さん！？

JICAの資金で供与された農具と貯水タンク（左）。雨季にため
た雨は乾季に利用できる。

「10年前はTAAAも“有機農業初心者”で
した。そのおかけで素晴らしい人たちに手
を貸していただくことができ、地域の人びと
と同じ歩幅で歩んでくることができました」

アジア・アフリカと共に歩む会（TAAA）
プロジェクトマネジャー
平林 薫（ひらばやし・かおる）さん

教育支援の実績と知見を生かすNG
Oの強

み
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「有機農業塾では、高齢者のための
農業指導や子どもたちのための体操
教室など、新たなプロジェクトを計画中
です。地域に自立する力を与えてくれた
この事業を今後も継続していきます」

有機農業塾 農業指導員
ボングムーサ・グメデさん

有機農業塾の敷地内に
は育苗場があり、育てた苗
を地域の人びとに販売し
て収入を得ている。

進
ん
で
い
た
。「
活
動
を
持
続
す
る
た

め
に
は
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

施
設
が
必
要
」
と
の
J
I
C
A
・

T
A
A
A
双
方
の
判
断
で
、
草
の
根

技
術
協
力
事
業
の
経
費
の
適
用
を
受
け

て
改
修
し
、
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
や
実

習
用
の
畑
、
育
苗
所
を
設
け
た
。
開
所

式
で
は
、
日
本
の
大
使
館
と
と
も
に

J
I
C
A
は
現
地
事
務
所
と
東
京
の

両
方
か
ら
出
席
し
住
民
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
日
本
の
熱
意
を
知
っ
た
住
民

は
、
大
い
に
意
気
が
揚
が
っ
た
と
い
う
。

地
域
を
盛
り
上
げ
る

〝
地
元
愛
〞と〝
農
業
愛
〞

　
事
業
は
26
の
学
校
・
保
育
園
で
の
菜

園
作
り
と
、
農
業
塾
で
の
研
修
や
技
術

指
導
、
遠
隔
地
へ
の
出
前
講
座
を
中
心

に
行
わ
れ
、
21
日
間
も
し
く
は
14
日
間

の
有
機
農
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
は

19
年
4
月
に
事
業
が
終
わ
る
ま
で
に

1
1
2
名
が
卒
業
し
た
。

　
ボ
ン
グ
ム
ー
サ
・
グ
メ
デ
さ
ん
は
事

業
を
支
え
た
中
心
人
物
の
一
人
だ
。
種

苗
の
育
成
・
販
売
か
ら
、
研
修
会
の
開

催
、
農
家
へ
の
個
別
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
ま
で
、
事
業
終
了
後
の
現
在
も
農
業

塾
の
運
営
に
奮
闘
し
て
い
て
、
地
域
の

信
頼
も
厚
い
。
地
元
に
愛
着
を
持
つ
彼

は
、「『
何
も
変
え
ら
れ
な
い
』
と
無
力

感
に
包
ま
れ
て
い
た
地
域
が
自
信
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

人
び
と
が
自
分
た
ち
の
力
で
生
活
を
よ

り
よ
く
し
て
い
け
る
こ
と
に
気
づ
い
た

の
で
す
。
農
業
塾
の
指
導
員
と
し
て
そ

NGO
世界をつなげる市民のちから

特集

ス
ー
パ
ー
に
作
物
を
卸
す
ま
で
に
拡
大

さ
せ
た
。
18
年
か
ら
は
農
業
塾
の
紹
介

で
よ
り
広
い
土
地
を
借
り
、
こ
の
7
月

に
は
1
万
株
近
い
作
物
を
作
付
け
し
た

と
い
う
。

「『
小
規
模
農
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
』
と
言
っ
て
い

た
彼
ら
が
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
こ
と
が
、

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
」
と

平
林
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
、
行
政

手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
時
に
自
ら
研

修
会
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
も
あ
っ
た
州

環
境
省
の
ム
タ
ン
デ
ニ
・
ザ
マ
さ
ん
は
、

地
域
農
業
の
未
来
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
こ
の
2
月
、
J
I
C
A
の
主
催
し

た
S
H
E
P
ア
プ
ロ
ー
チ＊

2

の
研
修
に

参
加
し
、
販
路
の
開
拓
や
加
工
品
の
生

産
な
ど
、
今
後
や
る
べ
き
こ
と
が
は
っ

き
り
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
南
ア
フ

リ
カ
で
多
数
を
占
め
る
ズ
ー
ル
ー
民
族

の
豊
か
な
伝
統
が
あ
り
景
観
も
美
し
い
。

将
来
的
に
は
農
業
を
体
験
で
き
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
大
規
模
農

園
の
拡
大
に
よ
る
過
剰
伐
採
や
化
学
肥

料
の
多
用
に
よ
る
土
壌
の
劣
化
が
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
有
機
農

業
の
普
及
は
重
要
。
地
域
の
力
で
、
今

後
も
農
業
塾
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
こ
と
は
、
と
て

も
幸
せ
で
し
た
。
今
で
は
道
を
歩
い
て

い
て
も
『
来
月
は
何
を
植
え
た
ら
い

い
?
』
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め

ら
れ
、
み
ん
な
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
、

地
域
の
変
化
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　
農
業
塾
の
卒
業
生
た
ち
は
、
友
人
同

士
で
有
機
農
業
協
同
組
合
を
組
織
し
た

り
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
同
士
で
野
菜
栽

培
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
生
計
を
助
け

合
っ
た
り
と
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見

せ
て
い
る
。
卒
業
生
の
一
人
の
シ
ヤ
ボ

ン
ガ
・
チ
リ
ザ
さ
ん
は
、
家
の
敷
地
で

始
め
た
農
業
か
ら
、
会
社
を
起
業
し
て

＊2 “Smallholder Horticulture Empowerment & Promotion”の略。“作って売る”から“売るために作る”
への意識変革を起こし、農家の所得向上を目指す小規模園芸農家支援のアプローチ。

「農業塾が今後も持続・発展していくために
は、サービスの収益化やより多くのボランティア
の助けが必要です。また、環境省に事業の価
値への理解を促し、省の管轄下で運営していく
道も探っていきたいと思います」

クワズールー・ナタール州環境省職員
ムタンデニ・ザマさん

町から遠く離れた山間部のある家庭では
キャベツやホウレンソウを栽培していた。「菜
園を始めてから家計がとても助かっている」
と子どもを育てる女性は語る。

経営者となったシヤボン
ガさん。「最近、南アフ
リカでも規模が大きい
NPOによる小規模農家
に向けた2年間の助成
プログラムに受かること
ができ、いよいよ事業を
大きくできます。仕事は
ハードですが、愛する農
業ができて幸せです」。

農地確保に四苦八苦していたシヤボンガさんと、以前の活動で出会った広い土地を持つ農業グループをTAAAが結びつけて
借地が決まった。地域に根ざした長年の取り組みの成果だ。

「次のシーズンはニンジンを栽培して、売ったお金で牛を買う」と夢を語ってくれ
た卒業生の青年。自分専用の畑の前でニッコリ。

学校菜園をきっかけに農業を志した
ボノさん（左）は友人5人を誘って有
機農業協同組合を設立した。「TAAA
の支援がなければ、今の自分はいな
い」と話す。柵を立てる資金がなかっ
たという畑には、イノシシに食べられ
にくいジャガイモを植えた。

有
機
農
業
が
拓
く

地
域
の
未
来

ピーマン

トウガラシ

トマト

ホウレンソウ

シヤボンガさんの畑で育てられていた作物

卒業生

卒業生

卒業生
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